
紀南地域版

全6回講座をもって卒業した第１期生

木熟みかんを収穫する田中大介さん

木
熟
み
か
ん
は
５
月
の
開
花

か
ら
２
０
０
日
以
上
、
木
に
な

ら
し
た
ま
ま
熟
さ
せ
て
か
ら
収

穫
す
る
ミ
カ
ン
で
、
紀
南
地
域

本
部
で
は
11
月
下
旬
か
ら
収
穫

を
開
始
。
12
月
上
中
旬
に
ピ
ー

ク
を
迎
え
ま
し
た
。

今
年
産
は
降
雨
の
影
響
か
ら

大
玉
傾
向
で
す
が
、
田
辺
市
上

秋
津
の
田
中
大
介
さ
ん
（
48
）

は
「
木
に
長
期
間
成
ら
す
こ
と

で
ギ
ュ
ッ
と
凝
縮
さ
れ
た
味
わ

い
を
楽
し
ん
で
も
ら
い
た
い
」

と
話
し
ま
す
。
約
80
㌃
で
温
州

ミ
カ
ン
を
栽
培
し
、
そ
の
う
ち

30
㌃
を
木
熟
で
出
荷
す
る
田
中

さ
ん
。
品
種
は「
宮
川
早
生
」で
、

12
月
上
旬
に
収
穫
を
終
え
ま
し

た
。今

年
の
出
来
は
「
糖
度
も
高

く
上
々
の
仕
上
が
り
」
と
い
い
、

「
こ
た
つ
な
ど
で
お
い
し
い
ミ
カ

ン
を
食
べ
な
が
ら
、
家
族
団
ら

ん
の
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
て
も

ら
え
れ
ば
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

紀
南
地
域
本
部
は
12
月
19
日
、

第
１
期
「
き
ら
っ
と
」
の
第
6
回

講
座
と
閉
校
式
を
中
央
営
農
経

済
セ
ン
タ
ー
で
開
き
、
受
講
生

10
人
が
大
炭
敦
史
本
部
長
よ
り
、

卒
業
証
書
を
受
け
取
り
ま
し
た
。

「
き
ら
っ
と
」
は
仲
間
づ
く
り

や
感
性
向
上
を
目
的
に
組
合
員

や
地
域
の
女
性
に
農
業
や
食
、

健
康
な
ど
の
学
習
機
会
を
提
供

し
て
い
る
も
の
で
、
今
期
は
12

人
が
入
学
。
第
6
回
講
座（
最
終
）

で
は
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
作
り

を
楽
し
み
ま
し
た
。
受
講
生
か

J
A
わ
か
や
ま
紀
南
地
域
本
部
は
12
月
か
ら
早
生
の
「
木
熟
み
か
ん
」

の
市
場
販
売
を
始
め
ま
し
た
。
出
荷
は
2
月
ま
で
続
き
、
全
国
の
市
場

に
1
2
0
0
㌧
（
前
年
比
1
5
1
％
）
の
出
荷
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

2
月
ま
で
全
国
の
市
場
へ

県
内
8
J
A
が
合
併
し
て
9

カ
月
が
経
過
し
ま
し
た
。
販
売

事
業
に
つ
い
て
は
お
お
む
ね
5

年
間
は
地
域
本
部
ご
と
に
事
業

展
開
し
て
い
く
こ
と
と
な
っ
て

い
ま
す
が
、
県
内
統
一
に
向
け

て
は
、
異
な
る
販
売
手
数
料
率

や
応
益
負
担
の
考
え
方
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
課
題
も
多
く
時
間
が

か
か
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

令
和
7
年
産
の
梅
・
ス
モ
モ

の
作
柄
は
、
2
年
続
き
の
凶
作

不
作
に
加
え
、
地
区
の
全
域
に

降
ひ
ょ
う
が
あ
り
甚
大
な
被
害

が
発
生
し
ま
し
た
。
青
果
市
場

や
メ
ー
カ
ー
等
か
ら
の
要
望
数

量
に
十
分
応
え
る
こ
と
が
出
来

な
い
状
況
の
な
か
、
本
店
及
び

東
京
、
名
古
屋
、
大
阪
の
各
県

外
事
務
所
と
密
に
情
報
交
換
を

行
い
、
同
様
に
降
ひ
ょ
う
被
害

が
発
生
し
た
紀
州
地
域
本
部
と

も
連
携
し
て
、
柔
軟
な
出
荷
形

態
や
販
売
企
画
に
取
り
組
み
ま

し
た
。

今
年
以
降
、
被
害
が
な
い
こ

と
を
祈
る
ば
か
り
で
す
が
、
自

然
災
害
は
人
間
の
力
で
は
ど
う

す
る
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
。
柔

軟
に
対
応
で
き
る
よ
う
不
測
の

事
態
に
備
え
て
ま
い
り
ま
す
。

10
月
1
日
に
和
歌
山
県
農
業

協
同
組
合
連
合
会
（
県
農
）
が

J
A
わ
か
や
ま
に
包
括
承
継
さ

れ
ま
し
た
。
県
農
の
機
能
は
変

わ
ら
ず
本
店
、
県
外
事
務
所
に

引
き
継
が
れ
て
い
ま
す
が
、
こ

れ
ま
で
以
上
に
連
携
を
密
に
し

て
販
売
強
化
を
図
り
、
農
家
所

得
向
上
に
つ
な
げ
ら
れ
る
よ
う

に
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

組
合
員
の
皆
さ
ま
の
合
併
に

対
す
る
期
待
、
特
に
販
売
事
業

に
対
す
る
期
待
は
か
な
り
大
き

い
も
の
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

課
題
は
多
く
と
も
意
見
を
す
り

合
わ
せ
、
他
の
地
域
本
部
の
良

い
部
分
は
取
り
入
れ
る
な
ど
合

併
効
果
が
発
揮
で
き
る
よ
う
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

今
後
と
も
販
売
事
業
に
対
し

て
格
別
の
ご
協
力
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

紀
南
地
域
本
部
・

販
売
部
長

栗
田
広
和

販
売
事
業
へ
の

　
期
待
に
向
け
て

わ
た
し
の
お
も
い

女
性
大
学「
き
ら
っ
と
」

第
１
期
生
が
卒
業
へ

開花か
ら200

日以上

樹上で
熟させ

てから
収穫す

る
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鮎
川
支
店
は
12
月
5
日
、
女

性
会
紀
南
地
域
本
部
な
か
へ
ち

ブ
ロ
ッ
ク
協
力
の
も
と
「
な
か

へ
ち
ミ
ニ
マ
ー
ケ
ッ
ト
＆
購
買

展
示
会
」
を
J
A
の
栗
栖
川
出

張
所
で
開
き
ま
し
た
。

J
A
マ
ル
シ
ェ
の
開
催
に
よ

り
地
域
で
開
い
て
い
た
「
な
か

へ
ち
ふ
る
さ
と
農
林
業
ま
つ
り
」

が
無
く
な
っ
た
こ
と
を
う
け
、

購
買
展
示
会
の
集
客
力
ア
ッ
プ

も
兼
ね
て
、
小
さ
く
て
も
よ
い

の
で
皆
が
集
ま
れ
る
場
を
つ
く

ろ
う
と
企
画
・
開
催
し
て
い
ま
す
。

支
店
を
拠
点
に
組
合
員
の
拠

り
所
と
な
る
支
店
づ
く
り
を
め

ざ
す
「
支
店
協
同
活
動
」
の
観

点
か
ら
鮎
川
支
店
が
女
性
会
に

呼
び
か
け
た
こ
と
が
き
っ
か
け

で
始
ま
り
、
今
回
で
3
回
目
を

迎
え
ま
し
た
。

残
念
な
が
ら
当
日
は
雨
天
の

た
め
早
々
に
終
了
と
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
が
、
職
員
と
女
性

会
員
が
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
や

野
菜
の
販
売
を
行
っ
た
ほ
か
、

地
域
の
人
気
店
に
よ
る
出
張
販

売
な
ど
も
あ
り
ま
し
た
。

鮎
川
支
店
の
窪
地
英
文
支
店

長
は
「
集
ま
れ
る
イ
ベ
ン
ト
等

が
あ
れ
ば
、
皆
が
集
ま
り
活
気

が
出
て
き
ま
す
。
本
年
も
さ
ら

に
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
な

企
画
を
検
討
し
て
い
き
た
い
」

と
話
し
て
い
ま
す
。

皆
が
集
ま
れ
る
場
に

支
店
×
女
性
会
が
開
催

３回目となった今回
はあいにくの天候に

開会式

‼

ママリンピック

ら
は
全
体
を
通
し
て
「
梅
や
こ

め
油
を
使
っ
た
料
理
は
家
族
に

も
好
評
で
、
料
理
の
レ
パ
ー
ト

リ
ー
が
増
え
ま
し
た
」「
仲
間
と

い
ろ
ん
な
体
験
が
で
き
、
と
て

も
楽
し
か
っ
た
で
す
」
と
い
っ

た
感
想
が
聞
か
れ
、
大
炭
本
部

長
は
「
こ
の
経
験
が
暮
ら
し
に

活
か
さ
れ
、
実
り
あ
る
も
の
と

な
り
ま
す
よ
う
祈
念
し
ま
す
」

と
エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。
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か
ん
き
つ

近
年
は
、極
端
な
干
ば
つ
や
豪
雨
と
い

っ
た
異
常
気
象
が
多
く
な
っ
て
い
る
。天

候
に
左
右
さ
れ
な
い
栽
培
を
行
う
た
め
、

冬
期
に
土
づ
く
り
等
で
園
内
環
境
を
改
善

し
、春
か
ら
の
本
格
的
な
栽
培
管
理
に
備

え
よ
う
。

◆
土
づ
く
り

地
温
が
上
昇
し
肥
料
の
吸
収
率
が
上
が

る
春
先
ま
で
に
、土
壌
を
健
全
な
状
態
に

改
良
す
る
た
め
、土
壌
改
良
資
材
を
施
用

す
る
。温
州
ミ
カ
ン
の
土
壌
診
断
基
準
ｐ

Ｈ
は
5
・
0
～
6
・
0
の
範
囲
で
あ
る
。土

壌
が
酸
性
の
場
合
は
石
灰
質
資
材
で
中
和

さ
せ
、腐
食
資
材
で
あ
る
ア
ヅ
ミ
ン
等
で

肥
料
吸
収
率
を
向
上
さ
せ
よ
う
。乾
燥
し

や
す
い
園
地
で
は
、バ
ー
ク
堆
肥
等
の
保

水
力
の
あ
る
資
材
の
施
用
も
効
果
的
だ
。

◆
隔
年
結
果
の
是
正

木
熟
み
か
ん
園
地
等
で
秋
肥
の
施
用
が

遅
れ
た
園
で
は
樹
勢
に
バ
ラ
つ
き
が
あ
り
、

２月の２月の

農作業農作業

紀南地域版紀南地域版

樹
勢
の
維
持
や
樹
勢
回
復
が
重
要
に
な
る
。

対
策
と
し
て
は
、暖
か
い
日
（
12
℃
以
上
）

に
葉
面
散
布
（
尿
素
ま
た
は
あ
ざ
や
か
）

を
7
～
10
日
間
隔
で
3
回
以
上
散
布
し
、

春
肥
施
用
ま
で
樹
勢
維
持
を
図
る
。

◆
密
植
園
の
間
伐
・
縮
伐

密
植
園
は
、樹
体
が
立
ち
気
味
に
な
り
、

日
当
た
り
が
悪
い
た
め
下
枝
が
少
な
く
な

る
。果
実
は
立
ち
枝
に
着
果
す
る
た
め
太

い
果
硬
枝
に
な
り
や
す
く
品
質
も
低
下
し

や
す
い
。ま
た
、園
内
の
通
気
性
が
悪
く
な

る
た
め
、黒
点
病
の
感
染
源
と
な
る
枯
れ

枝
の
除
去
を
怠
る
と
、防
除
効
果
が
低
下

し
、病
害
虫
の
発
生
原
因
に
も
な
る
た
め
、

間
伐
・
縮
伐
を
行
い
、適
正
な
植
栽
密
度

で
の
栽
培
に
努
め
よ
う
。

間
伐
・
縮
伐
を
実
施
す
る
場
合
は
、減

収
す
る
可
能
性
も
含
め
、2
～
3
年
で
計

画
的
に
進
め
よ
う
。

◆
剪
定

本
格
的
な
剪
定
は
暖
か
く
な
る
3
月
頃

か
ら
始
め
る
の
が
理
想
的
だ
が
、少
し
で

も
早
く
実
施
す
る
場
合
は
、南
向
き
の
園

地
か
ら
始
め
る
。

表
年
樹
は
予
備
枝
の
設
定
で
新
梢
発
生

を
促
そ
う
。裏
年
樹
は
、剪
定
時
期
を
遅
め

に
し
、果
硬
枝
の
整
理
な
ど
間
引
き
主
体

の
軽
い
剪
定
を
心
が
け
る
。樹
高
を
下
げ

た
り
、立
枝
の
除
去
等
、枝
の
配
置
を
見
直

す
チ
ャ
ン
ス
で
も
あ
る
。

◆
「
不
知
火
」
の
収
穫
・
予
措
・
貯
蔵

「
不
知
火
」は
着
果
部
位
に
よ
り
品
質

が
異
な
る
た
め
品
質
分
析
を
行
い
、酸
度

が
1
・
3
％
以
下
を
目
安
に
採
果
を
進
め

る
。予
措
は
貯
蔵
性
を
高
め
、糖
度
低
下
の

抑
制
・
減
酸
効
果
を
高
め
る
効
果
が
あ
り
、

3
％
減
量
程
度
の
予
措
を
行
う
（
収
穫
直

後
10
㌔
の
重
量
を
9
・
7
㌔
に
減
量
す
る

程
度
）。

袋
掛
け
し
た
果
実
は
袋
の
ま
ま
収
穫
し
、

そ
の
ま
ま
コ
ン
テ
ナ
で
予
措
す
る
。品
質

状
況
で
長
期
間
貯
蔵
す
る
場
合
は
タ
イ
ベ

ッ
ク
シ
ー
ト
等
で
覆
う
と
良
い
。3
月
上

中
旬
の
室
温
が
上
昇
す
る
頃
か
ら
は
腐
敗

の
発
生
に
注
意
す
る
。

�

（
中
央
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー
・
田
中
大
介
）

　梅

2
月
は
梅
の
開
花
時
期
で
、
こ
の
期
間

の
天
候
は
作
柄
に
大
き
く
影
響
す
る
。
よ

り
良
い
交
配
環
境
を
つ
く
り
、
生
産
安
定

に
向
け
最
適
な
条
件
を
整
え
て
お
く
。

◆
授
粉
対
策

「
南
高
」
は
、「
南
高
」
の
花
粉
で
は
結

実
せ
ず
、
他
品
種
の
花
粉
で
結
実
す
る
た

め
、
親
和
性
の
良
い
授
粉
樹
の
混
植
が
重

要
で
あ
る
。
混
植
割
合
は
2
割
以
上
を
目

標
と
し
、「
南
高
」
と
隣
接
す
る
よ
う
な

植
栽
が
望
ま
し
い
。

結
実
が
不
安
定
な
園
地
で
は
、
混
植
割

合
を
高
め
た
り
、
授
粉
枝
の
高
接
ぎ
を
行

う
等
、
受
粉
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
を
行

う
。
受
粉
能
力
は
開
花
直
後
か
ら
低
下
す

る
た
め
、
開
花
時
期
の
ず
れ
に
対
応
で
き

る
よ
う
、
2
品
種
以
上
（
小
梅
・
小
粒
南

高
・
Ｎ
Ｋ
―
14
・
星
秀
等
）
を
園
地
に
バ

ラ
ン
ス
よ
く
混
植
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

授
粉
樹
の
花
枝
を
バ
ケ
ツ
や
筒
状
の
容
器

に
入
れ
て
園
内
に
設
置
す
る
こ
と
も
効
果

が
あ
る
。

◆
交
配
用
ミ
ツ
バ
チ
の
配
置

梅
の
受
粉
に
ミ
ツ
バ
チ
は
欠
か
せ
な
い
。

交
配
用
ミ
ツ
バ
チ
の
巣
箱
を
、
次
の
点
に

注
意
し
計
画
的
に
配
置
す
る
。

①�

日
当
た
り
が
良
く
、
北
風
が
直
接
当
た

り
に
く
い
場
所
に
配
置
す
る
（
出
入
口

は
南
向
き
の
方
が
良
い
）。

②�

雨
水
や
土
壌
の
跳
ね
返
り
が
入
ら
な
い

よ
う
、
巣
箱
出
入
り
口
を
や
や
低
く
す

る
等
の
配
慮
を
行
う
。

③�

園
地
に
巣
箱
を
設
置
し
た
後
は
、
回
収

ま
で
の
移
動
は
原
則
厳
禁
で
あ
る
（
ハ

チ
が
帰
巣
で
き
な
く
な
る
た
め
）。

④�

周
辺
に
和
バ
チ
（
地
バ
チ
）
が
配
置
さ

れ
て
い
な
い
か
十
分
確
認
す
る
。

⑤�

ミ
ツ
バ
チ
の
排
せ
つ
物
で
洗
濯
物
や
車

が
汚
れ
る
場
合
が
あ
る
た
め
、
周
辺
の

環
境
に
十
分
配
慮
す
る
。

⑥�

イ
ノ
シ
シ
等
が
出
没
す
る
園
地
で
は
、

巣
箱
を
荒
ら
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。

園
地
ま
た
は
巣
箱
設
置
箇
所
を
ワ
イ
ヤ

ー
メ
ッ
シ
ュ
で
防
護
す
る
等
の
獣
害
対

策
を
行
う
。

⑦�

例
年
、
ミ
ツ
バ
チ
巣
箱
の
盗
難
等
の
ト

ラ
ブ
ル
が
発
生
し
て
い
る
た
め
、
管
理

に
は
十
分
注
意
す
る
。

⑧�

強
風
の
園
地
条
件
で
は
、
ミ
ツ
バ
チ
の

飛
来
活
動
を
促
す
た
め
防
風
樹
や
防
風

ネ
ッ
ト
の
設
置
等
の
対
策
を
行
う
。

◆
病
害
虫
の
防
除

開
花
期
間
中
は
ミ
ツ
バ
チ
保
護
の
た
め
、

す
べ
て
の
薬
剤
防
除
を
控
え
、
地
域
の
巣

箱
引
き
上
げ
状
況
を
十
分
確
認
し
て
か
ら
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し
た
ハ
ウ
ス
や
ト
ン
ネ
ル
の
多
湿
状
態
で

被
害
が
拡
大
し
や
す
い
た
め
、
日
中
は
換

気
す
る
こ
と
を
心
掛
け
る
。

防
除
は
予
防
・
初
期
防
除
を
徹
底
し
、

成
分
の
異
な
る
薬
剤
で
の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ

ン
で
防
除
す
る
。
防
除
薬
剤
は
営
農
経
済

指
導
担
当
者
に
相
談
す
る
。

〇
菌
核
病

低
温
多
湿
条
件
で
の
発
生
が
多
く
、
栽

培
管
理
中
や
収
穫
時
の
傷
か
ら
感
染
す
る
。

感
染
す
る
と
白
い
カ
ビ
が
生
じ
、
や
が
て

ネ
ズ
ミ
の
糞
状
の
黒
い
塊
（
菌
核
）
を
形

成
す
る
。
予
防
・
初
期
防
除
を
徹
底
し
、

発
生
し
た
場
合
は
被
害
株
を
速
や
か
に
除

去
し
換
気
を
行
う
。
防
除
薬
剤
は
営
農
経

済
指
導
担
当
者
に
相
談
す
る
。

�

（
す
さ
み
支
店
営
農
経
済
・
前
川
実
）

花

　木

施
肥
2
月
か
ら
3
月
は
春
肥
の
施
用
時

期
で
あ
る
。粒
状
固
形
30
号
プ
ラ
ス
（
10

㌃
当
た
り
）を
、シ
キ
ミ
は
40
～
60
㌔
、サ

カ
キ
は
20
～
40
㌔
、ビ
シ
ャ
コ
は
10
～
20

㌔
施
用
す
る
。

�

（
す
さ
み
支
店
営
農
経
済
・
前
川
実
）

紀南地域版

※
み
か
ん
、
中
晩
柑
、
梅
、
ス
モ
モ
、
水

稲
の
防
除
薬
剤
や
施
肥
肥
料
は
、
Ｊ
Ａ
わ

か
や
ま
紀
南
地
域
本
部
令
和
８
年
栽
培
暦

を
確
認
く
だ
さ
い
。

防
除
を
行
う
。

�（
芳
養
谷
支
店
営
農
経
済
・
中
本
慶
次
）

ス
モ
モ

◆
病
害
虫
防
除

〇
ふ
く
ろ
み
病

ふ
く
ろ
み
病
は
、
前
年
枝
の
芽
や
樹
皮

で
越
冬
し
た
胞
子
が
伝
染
源
に
な
る
。
気

温
が
低
く
雨
が
多
い
年
に
多
発
し
や
す
い
。

防
除
の
タ
イ
ミ
ン
グ
は
、
2
月
上
中
旬
に

ム
ラ
な
く
丁
寧
に
散
布
す
る
。
ミ
ツ
バ
チ

が
活
動
中
の
隣
接
す
る
梅
園
に
は
十
分
注

意
す
る
。

�（
芳
養
谷
支
店
営
農
経
済
・
中
本
慶
次
）

水

　稲

◆
土
づ
く
り

荒
起
こ
し
が
で
き
て
い
な
い
圃
場
は
2

月
ま
で
に
耕
起
す
る
。
土
壌
改
良
材
と
し

て
10
㌃
当
た
り
農
力
ア
ッ
プ
100
㌔
と
ア
ヅ

ミ
ン
40
㌔
を
施
用
す
る
。
ス
ク
ミ
リ
ン
ゴ

ガ
イ
（
ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ
）
発
生
圃
場
を

耕
起
し
た
後
は
拡
散
防
止
の
た
め
に
ト
ラ

ク
タ
ー
の
洗
浄
を
徹
底
す
る
。

�（
富
田
川
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー
・
石
川
貴
康
）

野

　菜

◆
ウ
ス
イ
エ
ン
ド
ウ
（
春
採
り
）

〇
整
枝

整
枝
す
る
こ
と
で
日
当
た
り
と
通
風
性

が
向
上
す
る
た
め
、
収
量
の
増
加
、
病
気

の
抑
制
、
防
除
効
果
の
向
上
が
期
待
で
き

る
。
1
㍍
当
た
り
25
～
30
本
、
枝
葉
の
隙

間
か
ら
わ
ず
か
に
向
こ
う
側
が
見
え
る
程

度
を
目
安
に
行
う
。

〇
追
肥

草
勢
が
低
下
す
る
と
、
サ
ヤ
の
肥
大
抑

制
や
花
数
の
減
少
の
原
因
と
な
る
。
1
～

2
番
花
が
開
花
し
た
頃
と
、
全
体
的
に
開

花
が
最
盛
期
を
迎
え
る
頃
の
2
回
が
基
本

的
な
追
肥
の
時
期
で
あ
る
。
草
勢
が
落
ち

る
前
に
、
草
勢
を
確
認
し
な
が
ら
施
用
す

る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
1
回
当
た
り
尿

素
入
り
Ｎ
Ｋ
化
成
2
号
（
10
㌃
当
た
り
15

㌔
）
を
施
用
す
る
。

〇
病
害
虫
防
除

◦
ナ
モ
グ
リ
バ
エ

秋
と
春
に
発
生
す
る
が
、
特
に
春
の
発

生
が
多
く
な
る
。
発
生
初
期
の
防
除
が
重

要
と
な
る
た
め
、
発
生
数
を
確
認
で
き
る

よ
う
、
ピ
タ
ッ
ト
ト
ル
シ
ー
を
10
㌃
当
た

り
20
枚
程
度
設
置
す
る
。

◦
う
ど
ん
こ
病
・
褐
紋
病
・
褐
斑
病

い
ず
れ
の
病
害
も
過
湿
、
密
植
、
過
繁

茂
で
発
生
し
や
す
い
。
ま
た
、
う
ど
ん
こ

病
は
草
勢
が
低
下
す
る
と
発
生
す
る
た
め
、

高
い
通
風
性
と
草
勢
の
維
持
に
努
め
る
。

防
除
薬
剤
は
営
農
経
済
指
導
担
当
者
に
相

談
す
る
。

◆
ソ
ラ
マ
メ

〇
整
枝

選
抜
し
た
主
枝
4
～
5
本
を
伸
ば
し
て

い
く
。
株
元
か
ら
発
生
す
る
わ
き
芽
は
主

枝
の
成
育
を
阻
害
す
る
た
め
、
早
急
に
切

除
す
る
。

〇
摘
花

生
育
が
順
調
な
ら
1
節
に
5
つ
花
が
着

く
。
上
側
の
3
つ
を
摘
み
取
り
、
下
側
の

2
花
は
残
す
。
株
へ
の
負
担
軽
減
と
サ
ヤ

の
肥
大
促
進
の
た
め
に
摘
花
は
早
め
に
行

う
。

〇
追
肥

基
本
的
に
は
、
開
花
始
め
と
収
穫
開
始

直
前
の
2
回
が
施
肥
時
期
で
あ
る
が
、
草

勢
を
確
認
し
な
が
ら
施
用
す
る
。
追
肥
に

は
1
回
当
た
り
粒
状
固
形
30
号
プ
ラ
ス

（
10
㌃
当
た
り
20
㌔
）
を
施
用
す
る
。

◆
食
用
ナ
バ
ナ
（
菜
の
花
）

〇
追
肥

追
肥
は
発
蕾
前
か
ら
施
用
す
る
。 

収
穫

期
間
が
長
い
た
め
、
収
穫
期
間
中
に
肥
料

切
れ
を
起
さ
な
い
よ
う
、
草
勢
に
注
意
す

る
。
1
回
当
た
り
尿
素
入
り
Ｎ
Ｋ
化
成
2

号
（
10
㌃
当
た
り
20
㌔
）
を
施
用
す
る
。

〇
収
穫

花
雷
が
膨
ら
ん
だ
開
花
前
の
も
の
の
葉

を
1
～
2
枚
残
し
て
収
穫
す
る
。
気
温
が

上
が
る
と
生
育
が
早
く
な
る
た
め
、
採
り

遅
れ
に
注
意
す
る
。

�（
富
田
川
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー
・
石
川
貴
康
）

花

　き

◆
病
害
虫

〇
灰
色
か
び
病

灰
色
か
び
病
の
病
原
菌
は
湿
度
が
高
い

こ
ろ
に
形
成
さ
れ
、
風
な
ど
で
飛
散
し
伝

染
し
て
い
く
。
特
に
保
温
の
た
め
に
密
閉
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紀南地域版

紀
南
地
域
本
部
は
12
月
7
日
、「
J
A
共

済
ア
ン
パ
ン
マ
ン
こ
ど
も
く
ら
ぶ
」
の
会
員

を
対
象
に
田
辺
市

高
雄
の
J
A
学
童

農
園
で
冬
野
菜
の

収
穫
体
験
を
行
い
、

39
組
1
4
1
人
の

親
子
が
参
加
し
ま

し
た
。

「
J
A
共
済
ア
ン

パ
ン
マ
ン
こ
ど
も
く

ら
ぶ
」は
、
子
育
て

世
代
の
皆
様
を
対

象
に
、
出
産
や
育

児
を
応
援
す
る
J

A
共
済
の
活
動
で
す
。

一
生
懸
命
に
土
を
掘
り
起
こ
し
た
先
に
冬

野
菜
が
顔
を
出
す
と
、
子
ど
も
た
ち
は
大
興

奮
。
保
護
者
や
職
員
の
助
け
も
借
り
な
が
ら

楽
し
そ
う
に
収
穫
し
て
い
ま
し
た
。

紀
南
地
域
本
部
は
11
月

20
日
と
21
日
の
2
回
に
わ

た
り
、
J
A
共
済
「
ア
ン

パ
ン
マ
ン
こ
ど
も
く
ら

ぶ
」
の
会
員
が
対
象
の
ベ

ビ
ー
サ
イ
ン
体
験
教
室
を

田
辺
市
新
庄
町
の
「
県
立

情
報
交
流
セ
ン
タ
ー 

B

i
g
‐
U
（
ビ
ッ
グ
・
ユ

ー
）」
で
開
き
、
16
組
の

親
子
が
参
加
し
ま
し
た
。

ベ
ビ
ー
サ
イ
ン
と
は
、

ま
だ
話
す
こ
と
が

で
き
な
い
赤
ち
ゃ

ん
と
、
簡
単
な
手

話
や
ジ
ェ
ス
チ
ャ

ー
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
取
る

育
児
法
の
こ
と
で
、

J
A
で
も
親
子
の

絆
を
深
め
て
も
ら

お
う
と
同
教
室
を

開
い
て
い
ま
す
。

教
室
で
は
日
本
ベ
ビ
ー
サ
イ
ン
協
会
認
定

講
師
の
杉
山
江
里
子
さ
ん
が
講
師
を
務
め
、

感
情
の
表
現
や
動
物
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
サ
イ

ン
を
教
わ
り
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
ベ
ビ
ー
サ

イ
ン
に
関
す
る
○
×（
マ
ル
バ
ツ
）
ク
イ
ズ

や
ベ
ビ
ー
サ
イ
ン
を
用
い
て
一
緒
に
歌
う
な

ど
、
親
子
で
楽
し
み
ま
し
た
。

紀
南
地
域
本
部
は
12
月
10
日
、
上
富
田
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
年

金
受
給
者
を
対
象
に
し
た
第
1
回
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
大
会
を
開
き
ま
し
た
。

健
康
づ
く
り
と
年
金
受
給
者
間
の
親
睦
を

図
る
こ
と
が
目
的
。
今
年
は
1
7
3
人
が
参

加
し
、
計
24
ホ
ー
ル
で
ス
コ
ア
を
競
い
ま
し

た
。
上
位
入
賞
者
は
次
の
皆
さ
ん
で
す
（
敬

称
略
）。

【
男
性
の
部
】
優
勝
＝
大
岡
建
（
串
本
）▽

準
優
勝
＝
坂
上
朋
義
（
三
栖
）▽
3
位
＝
斉
藤

信
二
（
串
本
）

【
女
性
の
部
】
優
勝
＝
森
忍
（
す
さ
み
）▽

準
優
勝
＝
地
主
春
美
（
串
本
）▽
3
位
＝
友
宗

佐
江
子
（
串
本
）

大きな野菜に笑顔も。冬野菜の収穫体験

ベビーサインを教わる参加者

第1回グラウンドゴルフ大会に
上位入賞した皆さん

「
J
A
共
済
ア
ン
パ
ン
マ
ン
こ
ど
も
く
ら
ぶ
」

親
子
で
冬
野
菜
の
収
穫
体
験

16
組
の
親
子
が
参
加

ベ
ビ
ー
サ
イ
ン
教
室

JA総合相談会
（弁護士・税理士による無料相談会）
●

●

●

相談会場
相談時間
問合せ先

紀南地域本部
９時～12時
金融部（☎0739-23-3516）

220

ご注文は
こちら

今月の

200g×4個
￥3,990（送料無料）

紀州梅昆布茶

オンラ
インショップ

ご飯に乗せたり、和風梅パスタや
マヨネーズと和えて
梅マヨネーズなど、

万能調味料としても人気の
ペーストタイプの梅昆布茶です。

J
A
ニ
ュ
ー
ス

氏
　名
　
　
　部
　署

射
場
昌
利
　中
央
S
S（
再
雇
用
嘱
託
職
員
）

依
願
退
職

12
月
15
日
付

大阪方面中心に
地元にも出荷

　新年を目前に控えた12月、田辺市中
辺路町の栗栖川地区で正月用しめ縄飾り
の出荷が最盛期を迎えました。
　稲わらから飾り付ける縁起物まですべ
て地場産を使用しており、大阪の市場を
中心に地元のＡコープや直売所にも出荷
しました。

手作りの
田辺市
中辺路町

お届けしめ縄

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
開
く

1
7
3
人
が
参
加

　ＪＡと田辺市でつくる「紀州田辺うめ振興協議
会」は令和８年１月１日より、「梅干し食べようプ
ロジェクト」のモニター検証を始めました。
　同プロジェクトは紀州梅干しを２カ月間、毎日
１粒食べてもらい、、食欲増進や疲労回復など体
調に関する変化を検証するもの。
　モニターは公募で決め、令和７年度について
は各地から集まった１００人が令和８年３月までの
期間、モニターを務めます。

100人のモニターが
1月1日～検証中

梅干し食べよう
プロジェクト
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富田川営農経済センター
購買担当

JA職員です
湯川 哲至さん
ゆ か わ 　 て つ じ

4人兄妹の末っ子という結茉ちゃん。いつも元気なお
てんばさんで、とにかくいろんなことに興味津々。お砂
やブランコで遊んだり、自転車に乗ったり、楽しみが尽
きないみたい。鉄棒で逆上がりもできるようになったん
だ。
かわいいシールを集めることにも最近ハマっていて、
お姉ちゃんともよくシール交換をしているよ。大きくな
ったら、ディズニープリンセスの「ベル」になりたいな。

紀南地域の花き農家としては最若手で、10㌃で8品種の
トルコギキョウを栽培しています。就農前には農業大学
校のプログラムを利用して海外で花き栽培の研修に参加
したこともあります。
トルコギキョウは見た目の豪華さはもちろん、花持ちが
良く長く楽しんでもらえるところも魅力です。記念日やイ
ベントはもちろんのこと、家族など大切な人への贈り物に
もオススメです。
令和7年は酷暑の上をいく暑さで通常通りに栽培するこ
とも難しい年となりました。本年は上位等級率のさらな
る向上をめざして精進しつつ、JAの「トルコギキョウ分科
会」の一員として引き続き、需要期の安定供給に努めたい
です。

高知県から3年前にUターンし、現在は農家としてブル
ーベリーを中心に栽培しています。目の疲労軽減に摂取し
ていたサプリメントがきっかけで栽培に興味を持つように
なり、しばらく家庭菜園で楽しんでいましたが、“好きなこ
とを仕事にしよう”と帰郷を決意。ブルーベリーはJAのフ
ァーマーズマーケット「紀菜柑」にも出荷しています。
故郷での農業ライフはまだ始まったばかりですが、好き

なことに打ち込める今の暮らしがとても楽しく充実してい
ます。ゆくゆくは、家族連れなどで楽しんでもらえるよう
な観光農園も始めてみたいなあなどと夢見ています。

最近ドローンを導入し、操作に試行錯誤し
ています。新たな年を迎えましたので、健康
に気を付けて過ごせるよう心がけたいです。

中央SS

今井 勇二さん
いまい　  ゆ う じ

洗車の際に「きれいにしていただいてあ
りがとうございます」と声をかけてくれた
皆さま、ありがとうございます。少しでも
早く業務に慣れるよう、本年も引き続き
頑張ります。

いつも元気な４人兄妹の末っ子！
逆上がりもできるようになったんだ

Uターンし、ブルーベリー農家に転身
観光農園のオープンを夢見て邁進中

おかもと　  か ず や

上富田町岡

岡本 和也さん

田辺市江川

髙井 結茉ちゃん（5歳）
た か い 　  ゆ  ま

田辺市城山台

すくすく
Memory

これからも健康で元気に
、

自分らしく自由に育って
ね

生産者
紹介

きなん産地人きなん産地人
今月の

8品種のトルコギキョウを栽培8品種のトルコギキョウを栽培

　﨑 盛也さん
りょうざき　  せ い や

15


